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【緒　　言】
教員養成段階においては，「実践的指導力」の向上が
求められている1）-3）。この教員養成段階における「実践
的指導力」の育成については，教育実習がその中心とな
るが，有吉（2009）は「教育実習以外の授業科目と有機
的な関係を持たせて，教員養成のカリキュラム全体を通
じて，実現していくべきである」と述べている4）。また，
藤田ら（2008）は，「実践的指導力」の育成を意図した
模擬授業が各大学の保健体育科教員の養成段階において，
積極的に実施されるようになり，その模擬授業の学習成
果に言及した研究も多く見られるようになってきている
と報告している3）5）6）。徳永（2009）は，「体育科教育法
演習」の授業の中で行った 9 回の模擬授業を通して，学
生の意識は「教師の言葉かけ」，「指示・説明」や，「師範」
などを中心とした「教師活動」に対する意識が高い傾向
にあり，授業の経過とともに「教師活動」中心から他の
項目へと意識が広がりをみせ，継続的な模擬授業の実施
が必要であることを報告している1）。
さらに，「実践的指導力」を育成していくためには，
教育実習，模擬授業を含めた教育実践と教育理論を融合
したカリキュラムを構築していくことが重要となる4）7）。
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教員養成段階においては，「実践的指導力」の向上が求められており，教育実習がその中心的役割を担っている。
しかし，教育実習以外でも教員養成のカリキュラム全体を通じて「実践的指導力」の育成を意図した授業が必要であ
る。本学では「実践的指導力」を養う科目として「保健体育科教材研究」を設置しており，実技能力向上を目指した
「体育実技」と融合したカリキュラムとなっている。本研究では，この「保健体育科教材研究」を「体育実技」修得
後に履修することによって，受講生の教員としての資質能力がどのように成長していくかを比較・検討した。その結
果，「体育実技」では，知識・技能を向上させている傾向がみられ，「アクティブ・ラーニング」形式の授業を実施し
ている「保健体育科教材研究」においては，「安全」や「指導」に関する項目の向上がみられ，教員として必要な資
質能力である「実践的指導力」を高めていることが示された。
　In the course of Health and Physical Education of the Training Division for Junior High School Teachers, there 
are many physical training subjects and six studies for teaching materials in physical education.  Objectives of 
physical training subjects are to learn skills and knowledge of various sports and movements, and those of studies 
for teaching materials in physical education are to learn the skills and methods of practical instruction.  The 
purpose of this study was to compare the effects for teacher quality between physical training and teaching 
materials in physical education.
　The average score before and after physical training are 3. 16±0. 96, 3. 80±0. 83 respectively.  The score before 
and after teaching materials in physical education are 3. 34±0. 83, 4. 17±0. 70.  This result suggested that students 
developed their teaching quality in those classes.  In the physical training, students got the skills and knowledge 
about physical activities.  In the study for teaching materials in physical education, students got the skills and 
knowledge about the practical instruction, safety instruction method and communication skill between teachers 
and students. 　
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現在，多くの保健体育科教員の養成段階では，保健体育
科の模擬授業を含めた指導方法に関する実践は保健体育
科教育法，もしくは，指導法演習等の授業内で行われて
いる1）7）8）。詳細については，確認することができないが，
模擬授業等の教育実践が含まれる科目は 1 科目か 2 科目
の場合が多く，それ以外の教育実践はやはり，教育実習
に委ねられている傾向がうかがえる。
現行の中学校学習指導要領保健体育編で示されている
体育分野の内容は，体育理論を除くと 7 つの内容である
が，球技は一つの内容として扱われており，実際には，
それ以上の指導内容を有していると言える。
しかし，中学校教諭一種免許状（保健体育）を取得す
るために必要な体育実技は，「教科に関する科目」の20
単位の中に含まれており， 1 単位以上を修得すると示さ
れているのみである。これはあくまでも最低基準である
と考えられるが， 7 つ以上の体育実技の内容を指導して
いく上で，より多くの実技能力を習得しておくことは，
中学校保健体育科の教員を目指す上で必要不可欠である。
そこで，千葉大学教育学部保健体育科教育分野では，
中学校学習指導要領解説保健体育科編に示されている体
育分野の内容に適切に対応した基本的な技能を習得でき
るように，16科目（必修： 5 科目）を開講している。そ
して，多くの科目が基本的な技能の習得過程における練
習方法，指導方法を学習するように構成されている。
ところで，千葉大学教育学部では，1999年から教科専
門科目と教科教育科目を架橋する科目として，中学校教
員養成課程の全ての教科において「教材研究」という科
目を設置した9）10）。その目的として「あくまでも教科専
門科目であるが，学校現場と連携して，講義内容を中学
校の授業内容とか教材などにより近接した
ものとすることをめざしている」と示され
ている9）。これを受けて，保健体育科では，
それぞれに対応する「体育実技」の単位修
得を履修条件に，「保健体育科教材研究」
を設置した（表 1 ）。「保健体育科教材研究
Ⅰ」は，「器械運動」・「体つくり運動」の
どちらか 1 つの単位を最低修得した上で，
受講できるようになっており，これらの領
域の教材・教具の指導法及びその授業構成・
指導案の作成・授業実践を学習する。「保
健体育科教材研究Ⅱ」は，「陸上競技」の
単位を修得後に受講できることになってい
る。内容は，陸上の種目に関する教材開発
を行うとともに，模擬授業による指導方法
の学習を通して陸上競技の指導能力向上を
はかる。「保健体育科教材研究Ⅲ」は，球
技 3 領域に関する授業であり，球技 3 科目
中 2 科目の単位修得を履修条件とし，グ
ループ制をとり，各グループによる指導案
の作成，それに基づく授業実践，授業内容
の分析・討議，指導案の修正を通して「実
践的指導力」を身につけることを目的とし
ている。「保健体育科教材研究Ⅳ」は，当初，
「武道」に関する教材研究であったが，「武
道」に関する専任教員が不補充となり武道
内容の実践が困難となったため，現在は，「実地指導方
法論」として，「宿泊体験型実習」を対象に行っている。
具体的には，実技科目として 2 領域の修得を義務付けて
いる宿泊を伴う実習（水泳，野外活動，スキー）に対し
て，それぞれの単位を修得した学生が，指導者的立場と
して関わり実習の運営方法などについて学び，実践力を
身につけることを目的としている。「保健体育科教材研
究Ⅴ」は「ダンス」に関する授業であり，指導案の作成
および指導法を含めた各種ダンスの授業実践能力を高め
ることを目的としている。最後に，「保健体育科教材研
究Ⅵ」は「水泳」，「野外活動」に関する授業であり，教
材・教具の工夫の仕方と野外活動の計画，準備，運営の
仕方について学習することを目的としている。
これまで， 6 つの教材研究について概要を説明してき
たが，各教材研究の単位数は 2 単位となっており， 4 科
目 8 単位を選択必修するカリキュラムとなっている。ま
た，これ以外に「保健体育科教育法」を 4 科目 8 単位履
修することになっており，保健体育科のカリキュラムは
「実践的指導力」について，理論と実技能力向上を目指
した体育実技及び指導実践力を養う保健体育科教材研究
とを融合したカリキュラムとなっている。
現在，教員養成段階における教育実習や模擬授業の効
果に関する方法論的検討も多く行われるようになってき
ている11）-13）。日野ら（2009）は，模擬授業を実施しても，
受講生数や授業時間数との関係からすべての学生に十分
な経験の量と質を保証するのは難しいと述べている12）。
このように「実践的指導力」を身につけていくために，
これまでも様々な取り組みが行われてきている。そして，
近年，「アクティブ・ラーニング」と呼ばれる教育手法
表 1　千葉大学教育学部保健体育科の教科（体育実技）に
 関する科目
保健体育科教材研究 必修科目 選択科目
（ 4科目 8単位選択必修） （ 8科目 8単位必修） （ 6単位選択必修）
Ⅰ（器械・体つくり運動） 器械運動
体つくり運動
Ⅱ（陸上運動） 陸上競技
Ⅲ（球技） サッカー
バレーボール
バスケットボール
Ⅳ（実地指導方法論） （水泳）
（野外活動）
スキー
Ⅴ（ダンス） ダンス
Ⅵ（水泳・野外活動） 水泳
野外活動
柔道
剣道
ラケット型運動
レクリエーション
ベースボール型運動
身体と運動
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が教員養成段階においても注目され，様々な議論が行わ
れてきている14）-21）。2012年の中央教育審議会答申の中
で，「アクティブ・ラーニング」は以下のように定義さ
れている。
教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり，学
修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法
の総称。学習者が能動的に学修することによって，認知
的，倫理的，社会的能力，教養，知識，経験を含めた汎
用的能力の育成を図る。発見学習，問題解決学習，体験
学習，調査学習等が含まれるが，教室内でのグループ・
ディスカッション，ディベート，グループ・ワーク等も
有効なアクティブ・ラーニングの方法である。14）
須長（2010）は，「アクティブ・ラーニングの諸理解
と授業実践への課題」において，これまでの大学教育に
ついて，「ゼミは形式としてはアクティブ・ラーニング
に他ならないのだが，しかし現実的には，そこで学生が
十分なactivenessを発揮するに至っておらず，それゆえ
アクティブ・ラーニングとしては機能しきれていない」
と指摘し，「アクティブ・ラーニングを単なるムーブメ
ントとしてではなく，学士課程を貫くプログラムの中で
十全に機能を果たす教授方略/学習方略として位置づけ
ようとするならば，学年次や科目順に即したシーケンス
を持たせる試みが必要である」とまとめている15）。言う
までもなく，これまでの教員養成段階における「体育実
技」およびその指導法に関する授業にも，「発見学習」，「問
題解決学習」，「体験学習」等が含まれ，須長が述べるよ
うに，すでに「アクティブ・ラーニング」は導入されて
いると捉えることができる。また，本論文で考察を行う
表 2　自然体験活動を指導するために必要な資質に関する質問項目
1 ． 危機的な状況に対する対応を予見しながらプログラムを
進めていくことができるか
23．児童・生徒に安全指導を適切に行うことができるか
2 ． 計画どおりに進まなかった場合にその場に応じて判断す
ることができるか
24．児童・生徒に意欲をもって，主体性に指導できるか
3 ．本実習に関する知識を身につけているか
25． 児童・生徒に自然体験活動を指導する能力を十分に身に
つけているか
4 ．本実習に関する技術を身につけているか
26． 児童・生徒に生活習慣や社会的ルールを指導することが
できるか
5 ．本実習を統括責任者として指導することができるか
27． 児童・生徒にレクリエーションやゲーム等を指導する技
術を身につけているか
6 ．参加している児童・生徒をまとめることができるか
28． 児童・生徒の安全・保健面に関する判断を適切にするこ
とができるか
7 ．事故等への応急処置に関する知識を身につけているか 29．児童・生徒の心のケアをすることができるか
8 ．事故等への応急処置に関する技術を身につけているか
30． 児童・生徒の自然観察・自然理解を指導する技術を身に
つけているか
9 ．自然の中から情報を読み取る能力を身につけているか
31． 児童・生徒の自然体験活動に対する意義と価値を理解で
きているか
10．自然環境の保全と活用に関する知識を身につけているか
32． 児童・生徒の相互人間関係づくりを支援することができ
るか
11．自然観察や野外活動等の経験を十分に積んでいるか
33． 児童・生徒の病気への対応に関する基礎的な知識を身に
つけているか
12． 自然体験活動プログラムの企画・運営に対する指導者間
の共通　理解を図ることができるか
34． 児童・生徒の病気への対応に関する実際の手当方法を身
につけているか
13． 自然体験活動プログラムを企画・開発することができるか 35．児童・生徒への指導に関する知識を身につけているか
14．自然体験活動への情熱を持っているか 36．自分自身の健康管理ができるか
15．自然体験を自らが楽しめる感覚，構えをもっているか 37．社会教育の目的・意義を認識できているか
16．自然に関する興味・関心をもっているか 38．人権に配慮し，正確で丁寧な言葉遣いができるか
17． 自然体験活動の目標達成のための連絡調整を十分に行う
ことができるか
39． 他の教員，スタッフと協力するような人間関係づくりが
できるか
18．自然体験活動を実施する場所の知識を身につけているか 40．動植物，森林等の自然に対する知識を身につけているか
19． 児童・生徒が危険な場所，事故等に遭遇した場合に，適
切に対応することができるか
41． プログラムの企画段階で状況の変化を予見することがで
きるか
20．一般社会人としてのマナーと常識を身につけている 42．自らが元気に，楽しく活動に取り組むことができるか
21． 児童・生徒が主体的に行動できるように促すことができ
るか
43．自然体験活動を行う体力を十分に持っているか
22．児童・生徒に明るく振舞うことができるか
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「保健体育科教材研究」は，学習者自らが
「体育実技」の内容を分析し，授業内容・
構成を決定し，指導案を作成し，指導者（教
師）として指導を行い，その全過程を省
察する活動を含んでいる。これは，能動性，
活動性，学習過程への関与，主体性，当
事者意識，自律性という「activeness」を
含んでおり，「アクティブ・ラーニング」
の教育実践を行なっているといえる。こ
のように，「アクティブ・ラーニング」の
概念を含んだ授業は実践されてはきてい
るものの，これらの授業による学習者の
変容については，さらなる検討が必要と
なる。そして，今後，カリキュラムの中に，
「アクティブ・ラーニング」をどのように
組み込んでいくのかいうことが重要な課
題となる。
そこで，本研究では，平成27年度，平
成28年度に実施された「保健体育科教材
研究Ⅳ（実地指導方法論）」と「体育実技（水
泳）」を対象に，「アクティブ・ラーニング」
を導入することによって，自然体験活動
指導に求められる教員の資質能力がどの
ように変化していくのか調査を行なった。
【方　　法】
対象授業は，平成27年度，28年度に実
施された体育実技（水泳），および，保健
体育科教材研究Ⅳ（実地指導方法論）の「水
泳」の授業とした。
対象の 2 年間の「体育実技（水泳）」の
受講生は62名，「保健体育科教材研究Ⅳ（実
地指導方法論）」の水泳の受講生は19名で
あった。受講している学生に対して，授
業の前後に「自然体験活動を指導するた
めに必要な資質」に関するアンケート調
査を実施した。アンケートの項目は，長
澤（2002，2004，2005），別惣ら（2003）の
自然体験活動指導に求められる教員の資
質能力に関する調査研究を参考にし，43
項目の質問項目を採用した（表 2 ）22）-25）。
各質問項目とも 5 段階評価（ 1：できない，
2 ：あまりできない， 3 ：どちらともい
えない， 4 ：できる， 5 ：十分にできる）
とし，現時点で教員として生徒を指導す
ることが十分可能かどうかを各授業の前
後で回答してもらった。
対象とした体育実技（水泳）は，以下
のような内容に沿って実施した。
1 ：ガイダンス（教室）
2 ，3：プール実習（学内屋外50Mプール：
泳力測定・班分け・班ごとの指導・練習）
4 ， 5 ：講義（教室：「心肺蘇生法」，「自
然及び合宿生活」）
表 3　授業前後のすべての受講生の調査結果
体育実技（水泳）
保健体育科教材研究Ⅳ
（実地指導方法論）
事前 事後 事前 事後
1 3. 22 ± 0. 79 3. 77 ± 0. 79 3. 24 ± 0. 63 3. 92 ± 0. 71
2 3. 14 ± 0. 73 3. 69 ± 0. 79 3. 42 ± 0. 69 4. 16 ± 0. 71
3 2. 86 ± 1. 02 3. 90 ± 0. 81 3. 45 ± 0. 72 4. 39 ± 0. 52
4 2. 63 ± 1. 02 3. 82 ± 0. 89 3. 53 ± 0. 56 4. 29 ± 0. 56
5 2. 60 ± 0. 94 3. 30 ± 0. 83 2. 79 ± 0. 92 3. 53 ± 0. 79
6 3. 15 ± 0. 79 3. 61 ± 0. 67 3. 08 ± 0. 71 4. 05 ± 0. 80
7 2. 55 ± 0. 99 3. 94 ± 0. 74 3. 13 ± 0. 97 4. 16 ± 0. 62
8 2. 40 ± 0. 91 3. 84 ± 0. 77 2. 95 ± 0. 96 3. 95 ± 0. 72
9 2. 52 ± 0. 84 3. 37 ± 0. 77 2. 82 ± 0. 73 3. 76 ± 0. 79
10 2. 49 ± 0. 90 3. 23 ± 0. 83 2. 71 ± 0. 87 3. 61 ± 0. 66
11 2. 35 ± 0. 99 3. 23 ± 0. 86 2. 79 ± 1. 02 3. 74 ± 0. 65
12 2. 90 ± 0. 83 3. 60 ± 0. 72 2. 87 ± 0. 96 3. 76 ± 0. 86
13 2. 63 ± 1. 00 3. 35 ± 0. 77 2. 50 ± 0. 97 3. 45 ± 0. 97
14 3. 60 ± 0. 85 4. 15 ± 0. 80 4. 24 ± 0. 71 4. 66 ± 0. 50
15 3. 84 ± 0. 88 4. 31 ± 0. 81 4. 18 ± 1. 00 4. 76 ± 0. 51
16 3. 79 ± 0. 89 4. 26 ± 0. 81 3. 95 ± 0. 94 4. 66 ± 0. 47
17 3. 39 ± 0. 81 3. 93 ± 0. 81 3. 45 ± 0. 76 4. 18 ± 0. 61
18 2. 66 ± 0. 83 3. 51 ± 0. 72 3. 26 ± 0. 71 4. 26 ± 0. 59
19 2. 92 ± 0. 73 3. 71 ± 0. 65 2. 95 ± 0. 72 3. 84 ± 0. 60
20 3. 84 ± 0. 85 4. 18 ± 0. 76 3. 68 ± 0. 65 4. 37 ± 0. 68
21 3. 28 ± 0. 72 3. 80 ± 0. 67 3. 32 ± 0. 80 4. 26 ± 0. 65
22 4. 04 ± 0. 79 4. 31 ± 0. 78 4. 13 ± 0. 96 4. 74 ± 0. 51
23 3. 40 ± 0. 63 3. 90 ± 0. 64 3. 58 ± 0. 65 4. 47 ± 0. 42
24 3. 66 ± 0. 70 4. 07 ± 0. 68 3. 50 ± 0. 73 4. 37 ± 0. 60
25 2. 67 ± 0. 86 3. 50 ± 0. 75 2. 95 ± 0. 76 3. 76 ± 0. 73
26 3. 48 ± 0. 74 3. 91 ± 0. 72 3. 42 ± 0. 45 4. 21 ± 0. 45
27 3. 44 ± 0. 76 4. 01 ± 0. 78 3. 45 ± 0. 62 4. 34 ± 0. 50
28 3. 24 ± 0. 73 3. 84 ± 0. 71 3. 47 ± 0. 66 4. 32 ± 0. 48
29 3. 22 ± 0. 68 3. 77 ± 0. 74 3. 21 ± 0. 75 4. 24 ± 0. 56
30 2. 85 ± 0. 82 3. 56 ± 0. 80 2. 97 ± 0. 59 3. 87 ± 0. 62
31 3. 13 ± 0. 73 3. 70 ± 0. 70 3. 03 ± 0. 66 3. 95 ± 0. 72
32 3. 46 ± 0. 72 3. 91 ± 0. 75 3. 42 ± 0. 77 4. 11 ± 0. 70
33 2. 75 ± 0. 84 3. 41 ± 0. 85 2. 97 ± 0. 61 3. 92 ± 0. 65
34 2. 69 ± 0. 82 3. 39 ± 0. 85 2. 87 ± 0. 81 3. 87 ± 0. 60
35 2. 90 ± 0. 75 3. 55 ± 0. 77 3. 21 ± 0. 63 4. 13 ± 0. 57
36 3. 85 ± 0. 82 4. 18 ± 0. 89 4. 11 ± 0. 66 4. 61 ± 0. 54
37 3. 27 ± 0. 69 3. 83 ± 0. 73 3. 42 ± 0. 51 4. 32 ± 0. 58
38 3. 85 ± 0. 78 4. 20 ± 0. 78 3. 89 ± 0. 59 4. 47 ± 0. 59
39 3. 72 ± 0. 77 4. 19 ± 0. 73 3. 84 ± 0. 69 4. 68 ± 0. 45
40 2. 78 ± 0. 84 3. 44 ± 0. 85 2. 92 ± 0. 87 3. 87 ± 0. 55
41 3. 06 ± 0. 76 3. 62 ± 0. 74 3. 00 ± 0. 78 3. 89 ± 0. 52
42 4. 01 ± 0. 97 4. 40 ± 0. 89 4. 13 ± 0. 93 4. 79 ± 0. 38
43 3. 71 ± 1. 06 4. 18 ± 0. 96 3. 95 ± 1. 10 4. 76 ± 0. 35
3. 16 ± 0. 96 3. 80 ± 0. 83 3. 34 ± 0. 88 4. 17 ± 0. 70
表 4　体育実技（水泳）において向上の大きかった質問項目
3 ．本実習に関する知識を身につけているか
4 ．本実習に関する技術を身につけているか
7 ．事故等への応急処置に関する知識を身につけているか
8 ．事故等への応急処置に関する技術を身につけているか
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6 ～15：臨海実習（千葉大学教育学部館山臨海実習所：
3 泊 4 日。泳力ごとに 3 班に分かれて，「各種泳法」，
「遠泳」，「スキンダイビング」，「救助法」，「講義」等
を行った）
「保健体育科教材研究Ⅳ（実地指導方法論）」では，「体
育実技（水泳）」の班ごとに分かれて，担当教員ととも
に泳法指導，遠泳補助（伴泳）を行った。また，臨海実
習中は，毎日，講義終了後，教員と教材研究受講生とと
もにミーティングを行い，各班の受講生の状況，海をは
じめとした自然の状況等に関して情報交換を行った。ま
た，自然の状況，受講生の体調に合わせてどのように指
導，支援していくかについて話し合いを行い，各班の「水
泳」受講生とコミュニケーションを取りながら実施した。
具体的には，「水泳」受講生が毎日実習終了後に，「水
泳実習パンフレット」にその日の学習内容を記載し，そ
れを担当教員及び教材研究受講生がその内容を確認し，
それぞれコメントを記入して翌朝に返却し，「水泳」受
講生が学習内容について深くフィードバックできるよう
にした。
【結果および考察】
43項目すべての「体育実技（水泳）」，「保健体育科教
材研究Ⅳ（実地指導方法論）」の調査結果を表 3 に示した。
全項目の平均値は，「体育実技（水泳）」の授業前が，3. 16±
0. 96，授業後が3. 80±0. 83，「保健体育科教材研究Ⅳ（実
地指導方法論）」の授業前が3. 34±0. 83，授業後が4. 17±
0. 70であった。授業を通して，自然体験活動指導に求め
られる教員の資質能力について自己評価が向上している
ことが示された。また，「体育実技（水泳）」よりも「保
健体育科教材研究Ⅳ（実地指導方法論）」の方が評価が
高い傾向を示した。
「体育実技（水泳）」を通して高まった項目を検討する
ため，実習後に全項目の標準偏差以上，平均が高まった
項目を表 4 に示した。大きく評価が高まった項目は， 4
項目であり，知識・技術に関する項目であった。このこ
とから，体育実技では授業の目的どおり，基本的な知識・
技能を高めていることがうかがわれた。
「体育実技（水泳）」と「保健体育科教材研究Ⅳ（実地
指導方法論）」受講生の間で差が大きい項目を検討する
ため，すべての質問項目の 1 / 2 標準偏差以上差がみら
れた項目を抽出したところ，授業前では 6 項目，授業後
では13項目において「保健体育科教材研究Ⅳ（実地指導
方法論）」受講生の方が「体育実技（水泳）」受講生より
高い傾向を示した（表 5 ）。授業後に増加した項目は，「安
全」や「指導」に関する項目が多く，「保健体育科教材
研究Ⅳ」を受講することによって，教員として必要な実
習を運営していく能力を高めている傾向がうかがえた。
これは，教員としての「実践的指導力」を高めていると
捉えることができる。また，「他の教員，スタッフと協
力するような人間関係づくりができるか」という項目に
おいて，授業後に，「保健体育科教材研究Ⅳ」受講生の
自己評価が高まっており，協働して活動する意識が高
まっている傾向がみられた。
【ま と め】
中学校教諭一種免許状（保健体育）を取得するために
必要な「教科に関する科目」は20単位であり，その中に
「体育実技」は含まれている。本学では1999年から教科
専門科目と教科教育科目を架橋する科目として「保健体
育科教材研究」を導入した。本研究では，この「保健体
育科教材研究」を「体育実技」修得後に履修することに
よって，受講生の教員としての資質能力がどのように成
長していくかを検討することを目的として調査を行った。
その結果，「体育実技」では科目の目的のとおり，知識・
技能を向上させている傾向が示された。「アクティブ・
ラーニング」形式の授業を実施している「保健体育科教
材研究」においては，「安全」や「指導」に関する項目
の向上がみられ，教員として必要な資質能力である「実
践的指導力」を高めていることがうかがわれた。今回は，
「体育実技」，「保健体育科教材研究」ともに，「水泳」に
表 5　保健体育科教材研究Ⅳ（実地指導方法論）が体育実技（水泳）より評価が高い項目
3 ．本実習に関する知識を身につけているか
4 ．本実習に関する技術を身につけているか
11．自然観察や野外活動等の経験を十分に積んでいるか　　○
14．自然体験活動への情熱を持っているか
18．自然体験活動を実施する場所の知識を身につけているか
23．児童・生徒に安全指導を適切に行うことができるか　　○
28．児童・生徒の安全・保健面に関する判断を適切にすることができるか　　○
33．児童・生徒の病気への対応に関する基礎的な知識を身につけているか　　○
34．児童・生徒の病気への対応に関する実際の手当方法を身につけているか　○
35．児童・生徒への指導に関する知識を身につけているか　　○
37．社会教育の目的・意義を認識できているか　　○
39．他の教員，スタッフと協力するような人間関係づくりができるか　　○
43．自然体験活動を行う体力を十分に持っているか　　○
※○は，実習後に増加した項目
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関する授業における調査のみであったが，今後は，他の
「体育実技」および「保健体育科教材研究」についても
調査を行い，教員としての資質能力育成を促進していけ
る教員養成カリキュラムについて検討を継続して行って
いきたい。
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